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第
27
回
作
家
展

会
期
／
前
期
　
平
成
30
年
11
月
23
日
（
金
）
〜
11
月
28
日
（
水
）

　
　
　
後
期
　
平
成
30
年
11
月
30
日
（
金
）
〜
12
月
5
日
（
水
）

会
場
／
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館

主
催
／
一
般
社
団
法
人
日
本
盆
栽
作
家
協
会

盆
栽
は
作
家
な
く
し
て
作
品
な
し

作
品
な
く
し
て
芸
術
な
し

盆
栽
は
、
十
年
手
元
に
持
つ
と
、
真
に
自
分
の
「
作
品
」
と
な
り

ま
す
。
十
年
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
最
低
で
も
五
年
は
手
元
に
持
っ

て
自
分
の
「
作
品
」
と
し
て
愛
情
を
か
け
て
欲
し
い
。

そ
れ
く
ら
い
心
の
余
裕
が
無
く
て
は
、
楽
し
さ
が
わ
い
て
こ
な
い
し
、

心
の
眼
も
、
真
の
審
美
眼
も
開
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
作
家
と
し
て
の
目
的
意
識
を
持
ち
、
個
性
的
な
作
意
と

創
意
で
作
る
。
そ
こ
で
初
め
て
芸
術
た
り
う
る
も
の
が
誕
生
す
る

の
で
す
。

日
本
盆
栽
作
家
協
会
は
、
盆
栽
界
の
発
展
の
た
め
に
真
の
盆
栽
の

「
作
家
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 27 回 作家展 展示風景

前
　
期



橅
ぶな

　鉢：瑠璃広東長方　　山田登美男（埼玉県）

黄
おうよう

葉の代表する木の一つ。滑らかな白い幹肌とは裏腹に、強かな幹は優雅に枝を配り、葉先までその迫力を伝
えています。紅葉後、葉が固くなり外反するところに、また趣が感じられます。本樹は、私が 40 年来作り続け
ている一鉢。瑠璃釉広東長方鉢で培養しています。

真柏　鉢：山秋正方　　吹田 勇雄（宮城県）

北海道知床で山採りされた真柏を糸魚川性に衣替えをして 20 年位なります。世界に広がる盆栽の樹形は、三角に作る
日本の型が主流ですが、今、私が主に活動の場所としている中国はそれにとらわれない独創的な盆栽が多々あります。
本樹も独創的にと思い仕立てていますので、今後どんな変化をするか楽しみです。

檜
ひのき

鉢：紫泥長方

矢内 信幸（大阪府）

檜は常緑樹の類でも濃緑
が映え、気品高い立ち姿
が印象深い樹です。素朴
な一つ一つの樹皮は時折
剥離し、年齢を感じさせ
ます。軽妙に立ち上がる
華奢な幹から伸びる細や
かな枝葉は、大自然の奥
地に生きる静寂な佇まい
を彷彿とさせます。

山もみじ　　
鉢：和長方

菊岡 成泰（奈良県）

幹が二つに分かれた
「双幹」（そうかん）
の山もみじです。荒々
しい幹肌の松柏類と
対照的に清らかで素
朴な白さを持ってい
ます。春のゆったり
とした芽吹き、颯然
と暑さを凌ぐ夏を経
て迎える秋の表情は
実に鮮やかです。



真柏 　鉢：和長方　　山崎 純一（富山県）

この真柏は、約 25 年前に挿し木をして、それ以来、大切に育ててきました。幹の味わいや枝のほぐれ等はまだこれ
からですが、今後、より真柏らしい厳しさを表現できますように努めたいと思います。

五葉松　鉢：古渡烏泥外縁長方　　須藤 雨伯（栃木県）

実生から仕立てた樹齢 51 年の五葉松です。銘「気寿」は、上寿（120 才）まで元気に育ってほしいとの願いから銘名
したものです。古代中国の不死幻想や神仙術、上寿は、中国の三教のひとつ「道教」に由来するものとされ、それらを
体現しようとしたものが盆栽の源流といわれています。私も盆栽と共に生き長寿を全うしたいと日々精進しております。

五葉松　
鉢：紫泥木瓜

米沢 増雄（東京都）

幹模様を生かした作
品で、いわゆる山あ
じのきいた文人風な
雅趣のある風情を感
じさせます。木瓜式
の変り鉢を合わせ更
に調子を高めました。

五葉松
鉢：行山長方

阿部 健一（福島県）

実生から仕立てた樹齢 60
年の五葉松です。実生６
年の時に、先代に「畑作
りでも山木に負けない素
材を作る事が出来る」と
教えを受け、一つ一つ仕
立て方を聞きながら、畑
で 25 年間培養して、29
年前に鉢上げをして整形
をしました。その後、何
回も手を入れて今に至り
ます。太くて短く、ドッ
シリとした落ち着きがあ
る大木然とした老樹の姿
を目標に、培養を続けて
います。
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髙
木
盆
栽
美
術
館
が
よ
う
や
く
軌
道

に
乗
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
求
め
た
当

時
、
私
は
美
術
館
の
顧
問
と
し
て
次
の

提
案
を
し
ま
し
た
。
当
時
は
中
国
の
古

渡
鉢
を
か
な
り
収
集
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
価
値
観
を
評
価
し
て
も
ら

う
上
か
ら
も
日
本
国
内
の
陶
芸
家
の

方
々
に
盆
栽
の
器
を
公
募
し
て
作
品
展

を
や
っ
て
は
ど
う
か
と
。

そ
の
提
案
に
賛
同
頂
き
、
具
体
的
方

策
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
第
一

に
審
査
委
員
長
を
決
め
よ
う
と
、
日
本

伝
統
工
芸
展
の
委
員
長
で
あ
っ
た
林
屋

晴
三
氏
を
推
挙
し
た
と
こ
ろ
、
髙
木
社

長
も
直
ぐ
応
じ
て
頂
き
、
二
人
で
お
願

い
の
ご
挨
拶
に
行
っ
た
。（
林
屋
氏
は
、

生
花
の
草
月
流
会
館
（
東
京
本
部
）
の

二
階
に
部
屋
を
持
っ
て
い
た
。）
説
明
を

申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
心
良
く
引
き

受
け
て
頂
き
、
順
調
に
こ
と
が
運
ん
だ

次
第
で
あ
っ
た
。

最
盛
期
は
全
国
よ
り
約
３
０
０
点
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
８
〜
10
点
、

賞
対
象
を
審
査
員
が
選
び
、
賞
金
は
総

額
３
０
０
万
円
を
髙
木
財
団
よ
り
用
意

し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
に
は
１
０
０
万

円
が
贈
呈
さ
れ
た
。

第
二
回
展
に
お
い
て
は
、
徳
田
八
十

吉
（
12
代
目
）
氏
が
受
賞
さ
れ
た
。

日
本
盆
栽
作
家
協
会
は
、
側
面
か
ら

協
力
し
入
賞
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
盆
栽
作

家
が
植
栽
し
て
会
期
中
展
示
し
て
大
き

な
反
響
が
あ
っ
た
。

徳
田
さ
ん
の
作
品
に
は
皆
さ
ん
の
要

望
も
あ
り
、
私
が
植
栽
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
題
名
は
「
陽
春
の
五
竹
」
と
し
て

花
を
添
え
ら
れ
た
こ
と
は
今
で
も
想
い

出
深
い
も
の
が
あ
る
。

後
日
、
徳
田
さ
ん
よ
り
作
品
ご
と
借

し
て
欲
し
い
由
相
談
が
あ
っ
た
。
運
悪

く
病
気
に
な
り
実
現
し
な
い
で
終
わ
っ

た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

今
、
私
は
大
宮
盆
栽
美
術
館
の
管
理

官
と
し
て
是
非
こ
の
よ
う
な
提
案
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一般社団法人日本盆栽作家協会

理事長　山田登美男

髙木盆栽美術館が主催した
「盆栽の器展」の意義と展望

《BONSAI》

テーマ：陽春の五竹（彩花盆栽）　姫孟宗竹　寒忍　雪柳　　　盆栽作家　山田登美男
鉢：「深厚耀彩盆栽鉢」（最優秀賞）　　　盆器作者　徳田八十吉

盆器作者　徳田八十吉左端から、筆者、徳田氏、林屋氏、髙木氏。
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一般社団法人日本盆栽作家協会

理事長　山田登美男

今
回
、
本
部
よ
り
山
田
会
長
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て

秋
山
氏
、
私
設
秘
書
（
通
訳
）

兼
助
手
と
し
て
石
原
氏
の
三
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
２
日
（
金
）
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
後
、
夕
方
よ
り
、
地

方
自
治
体
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、

続
い
て
午
後
８
時
半
よ
り
公
式

の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
、
市
長
挨
拶
、
筆
者
挨
拶
、

そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
支
部
の
ザ
ビ

エ
ル
会
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
イ
タ
リ
ア
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
支
部
の
ロ
レ
ン
ツ
ォ
会

長
、
ロ
ッ
シ
副
会
長
や
妻
達
等

約
20
名
の
関
係
役
員
が
出
席
さ

れ
、
市
民
上
げ
て
の
お
祭
り
行

事
の
よ
う
で
少
々
驚
き
ま
し
た
。

作
家
展
は
会
期
四
日
間
で
、

連
日
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
秋
山
氏
や
支
部

の
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の
人
達
も

大
変
な
努
力
さ
れ
人
気
も
高
ま

り
非
常
に
い
い
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

お
も
し
ろ
い
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
ス
ペ
イ
ン
料
理
で
有
名
な

パ
エ
リ
ア
を
約
２
０
０
名
の
関

係
者
全
員
で
大
き
な
鍋
で
半
日

位
い
か
け
て
煮
な
が
ら
、
専
門

の
料
理
職
人
４
〜
５
人
と
作
り

上
げ
た
「
お
も
て
な
し
」
に
は

感
動
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
支
部
の
マ
ス
タ
ー

ク
ラ
ス
の
出
席
者
50
人
に
対
し

て
筆
者
の
「
盆
栽
の
作
意
の
心

と
飾
り
方
」
の
特
別
講
義
を
開

催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
ピ

カ
ソ
美
術
館
等
見
学
し
ま
し
た
。

期
間
中
を
通
し
て
、
清
香
園

に
て
修
行
し
た
支
部
の
ラ
モ
ン

氏
が
送
り
迎
え
等
々
い
ろ
い
ろ

世
話
し
て
く
れ
て
楽
し
い
旅
と

な
り
ま
し
た
。

◎ 

開
会
式

◎ 

展
示
風
景
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私
の
園
で
修
行
し
た
上
海

崇
明
島
の
陳
怡
君
か
ら
の
依

頼
で
盆
栽
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
頼
ま
れ
た
。

場
所
は
崇
明
島
の
港
沿
鎮
園

芸
村
で
あ
る
。

村
で
は
大
量
の
黄
楊
木（
ツ

ゲ
ノ
キ
）
を
生
産
し
庭
木
や
、

黄
楊
木
の
工
芸
品
を
作
っ
て

い
る
。
そ
の
中
に
黄
楊
木
の

盆
栽
も
入
れ
て
村
興
し
を
計

画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
私
を
招
い
て
黄
楊
木
を

使
っ
て
盆
栽
に
す
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
わ
せ

た
の
で
あ
る
。

園
芸
村
に
着
く
と
私
を
歓

迎
す
る
看
板
が
沢
山
立
っ
て

い
た
。
政
府
の
役
人
さ
ん
達

が
農
園
を
案
内
し
て
く
れ
た
。

デ
モ
の
会
場
に
は
村
民
だ
け

で
な
く
上
海
市
の
大
学
生
が

バ
ス
で
一
時
間
半
も
か
け
見

学
に
来
て
く
れ
た
。
神
君
の

通
訳
で
弟
子
の
黄
君
と
周
君

が
私
の
助
手
を
し
て
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
た
。

黄
楊
木
は
葉
が
小
さ
く
密

に
な
る
の
で
盆
栽
に
適
し
た

樹
種
で
あ
る
が
、
花
が
小
さ

く
実
も
地
味
で
あ
る
。
中
国

人
の
多
く
は
派
手
な
華
美
装

飾
を
好
む
よ
う
で
あ
る
。
私

は
村
お
こ
し
の
企
画
の
中
に

花
が
華
美
で
盆
栽
に
も
出
来

る
皐
月
を
作
る
事
も
提
案
し

て
み
た
。
色
彩
豊
か
で
四
千

種
類
も
あ
る
皐
月
の
花
を
綺

麗
に
咲
か
せ
た
ら
多
く
の
人

が
皐
月
に
魅
せ
ら
れ
る
と
陳

怡
君
と
二
人
で
政
府
の
方
に

提
案
し
て
み
た
。
２
０
２
１

年
に
は
上
海
の
崇
明
島
が
世

界
花
博
の
会
場
と
な
る
の
で

私
に
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

日
本
で
低
迷
し
て
い
る
皐
月

を
中
国
で
復
興
し
て
み
た
い

も
の
で
あ
る
。

村
興
し
に
協
力

　
　

２
０
１
9
年 

7
月
15
日
～
18
日

　
　

中
国 

上
海　

崇
明
島 

港
沿
鎮
園
芸
村

フ
ィ
リ
ピ
ン
盆
栽
協
会
の

ボ
ビ
ー
会
長
の
依
頼
で
３
月

21
日
、
成
田
か
ら
マ
ニ
ラ
空

港
へ
妻
と
向
か
っ
た
。

会
場
は
巨
大
モ
ー
ル
の

中
央
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
行
わ
れ
た
。
夕
食
を
済
ま

せ
て
か
ら
３
０
０
点
あ
る
盆

栽
の
審
査
を
私
の
他
に
台
湾

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー

２
名
と
３
人
で
審
査
を
す
る

事
と
な
っ
た
。
水
石
の
審
査

は
元
Ｂ
Ｃ
Ｉ
会
長
の
ト
ー
マ

ス
・
エ
リ
ア
ス
博
士
が
一
人

で
行
っ
た
。
展
示
会
場
が
広

く
数
が
多
い
為
に
審
査
が
終

わ
っ
た
の
は
夜
中
の
２
時
半

を
過
ぎ
て
い
た
。

今
回
の
大
会
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
盆
栽
協
会
と
水
石
協
会
に

池
の
坊
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
会
の

協
賛
に
よ
る
催
し
で
あ
っ
た
。

初
日
の
午
前
中
に
開
幕
式
挙

行
さ
れ
午
後
か
ら
私
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ

れ
、
通
訳
に
は
台
湾
の
梁
悦

美
教
授
が
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

梁
教
授
ほ
ど
世
界
に
盆
栽

を
啓
蒙
し
た
女
性
は
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
２
０
１
７
年
に

は
台
北
の
広
大
な
敷
地
に
盆

栽
美
術
館
を
設
立
す
る
く
ら

い
盆
栽
が
好
き
で
あ
り
、
盆

栽
界
へ
の
貢
献
も
大
で
あ
る
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
通
訳
は
あ
る
程
度
盆
栽
を

理
解
し
た
方
が
し
て
く
れ
る

と
助
か
る
。
今
回
の
私
の
素

材
は
真
柏
で
し
た
。
樹
の
持

つ
個
性
を
生
か
す
為
に
正
面

と
植
付
け
角
度
を
変
え
、
会

場
か
ら
２
名
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
約
２

時
間
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

最
後
の
日
は
ダ
バ
オ
の

市
役
所
へ
市
長
と
大
統
領

の
娘
さ
ん
を
表
敬
訪
問
し
、

２
０
２
１
年
に
ダ
バ
オ
で
大

き
な
盆
栽
大
会
を
開
催
す
る

後
援
の
お
願
い
に
伺
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
小
さ
な
盆

栽
会
が
沢
山
あ
り
、
そ
れ
を

ロ
ベ
ル
ト
ボ
ビ
ー
氏
が
し
っ

か
り
と
ま
と
め
協
会
を
運
営

し
て
い
る
。

私
は
今
ま
で
に
30
カ
国
を

歩
い
て
来
た
が
、
最
近
特
に

東
南
ア
ジ
ア
に
招
か
れ
る
事

が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
の
盆
栽

会
は
日
本
と
同
じ
で
愛
好
家

が
高
齢
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
盆
栽

　
　
　
　

２
０
１
9
年 
３
月
22
日
〜
25
日

　
　
　
　

於 

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ

一般社団法人 日本盆栽作家協会ヨーロッパ大会 2018 年 11 月 2 日 〜 5 日
スペイン  アルカラ・デ・チベルトSakka Ten 2018 Spain

 ◎ デモンストレーション ◎ ワークショップ◎ 

景
道
講
演

◎ 

大
会
ス
ナ
ッ
プ

上）大鍋でパエリアを料理する筆者。右上）右端か
ら筆者、通訳のトリーニ氏、スペイン支部会長ザビ
エル氏。右）みんなで食事。

小
林
國
雄
の
海
外
交
流
記 

①

 

※ 

詳
細
記
事
は
、〈http://

nbsk.info/shanhai_kobayashi.
htm

l 

〉
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

！

崇明島港沿鎮園芸村中央の盆栽園

 

※ 

詳
細
記
事
は
、〈http://nbsk.

info/P
hilippin_kobayashi.

htm
l

〉
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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作 家 展 主 旨

本
協
会
が
主
催
す
る
作
家

展
は
、
生
き
た
伝
承
芸
術
、

盆
栽
作
家
の
精
神
高
揚
と

高
度
な
盆
栽
美
を
作
出
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

盆
栽
作
家
は
人
間
性
の

豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
自

然
愛
を
基
本
と
し
た
芸
風

を
作
品
に
表
現
さ
れ
る
こ

と
が
、
最
も
大
切
で
あ
り
、

お
互
い
を
研
鑽
し
合
い
、

盆
栽
文
化
の
一
層
の
発
展

を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
盆
栽
作
家
を

め
ざ
す
条
件
は
大
変
に
厳

し
く
、
自
然
と
の
調
和
を

図
り
、
永
い
修
練
の
中
か

ら
体
得
し
、
そ
の
積
み
重

ね
か
ら
美
の
心
を
包
合
す

る
作
業
で
あ
り
ま
す
。
今

日
の
作
家
群
が
明
日
の
社

会
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ボ
ン
サ
イ
・
ア
ー
ト
と
し

て
、
環
境
保
全
等
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

「日本盆栽作家協会」法人化にあたって

　弊会は令和元年六月二十一日、一般社団法人日本盆栽作家協会を設立し、新たに法人
として活動を開始することとなりました。これもひとえに皆様方のご厚情とご支援の
賜物と心より感謝申し上げます。
この度の法人設立を機に、盆栽の芸術的、社会的、国際的評価の向上及び盆栽作家の
養成に、より一層力を尽くしてまいる所存でございます。何とぞ従来に増してのご指
導ご鞭撻のほどお願い申し上げます

　　令和元年　七月吉日
					      	   　　一般社団法人日本盆栽作家協会
								        理事長　山田 登美男

         一般社団法人日本盆栽作家協会   規約（ 抜 粋 ）

（入会）入会にあたっては、推薦人１名が必要。
（会員たる資格の取得）入会金 10 万円。
（会費）　会員の会費は以下に掲げるとおりとする。
　　　（１）正会員　　年 10,000 円
　　　（２）賛助会員　会費は徴収しない
　　　（３）名誉会員　会費は徴収しない　	

（費用負担）�正会員及び賛助会員は、本会が主催する作品発表会、展示会等に作品を出品
する場合には、その管理料、運営費等として金 10,000 円を納めるものとする。

第
27
回 

作
家
展

　
後
　
期

山もみじ　鉢：和鉢 　小林 國雄（東京都）

第 72 回 国風盆栽展で「国風賞」を受賞した作品です。広大な座にすんなりとつながる足元の広がりが素晴らしい。伸びやか
なモミジらしさと品格が感じられます。

小
林
國
雄
の
海
外
交
流
記 

②

中
国
の
盆
栽
界
に
大
き
く

貢
献
を
し
た
胡
楽
國
先
生
が

昨
年
の
８
月
に
亡
く
な
ら
れ
、

今
年
の
８
月
９
日
、
10
日
と

温
州
の
雪
山
飯
店
で
追
悼
盆

栽
展
が
開
催
さ
れ
、
私
も
招

待
さ
れ
弔
辞
を
述
べ
た
。
会

場
に
は
先
生
が
創
っ
た
盆
栽

が
百
鉢
近
く
飾
ら
れ
た
中
で

盆
栽
討
論
会
が
開
か
れ
た
。

胡
先
生
の
作
風
は
大
自
然
の

風
雪
や
厳
し
い
環
境
の
場
所

で
試
練
を
生
き
抜
い
た
「
生

命
の
厳
し
さ
」
を
表
現
し
た

作
風
で
あ
る
。
ま
た
鉢
合
わ

せ
の
セ
ン
ス
も
群
を
抜
い
て

い
る
。
な
に
よ
り
も
胡
先
生

の
偉
業
は
中
国
盆
栽
の
普
及

と
発
展
に
大
き
く
尽
力
さ
れ

た
事
で
す
。
多
く
の
盆
栽
愛

好
家
の
指
導
と
弟
子
達
を
育

成
し
た
立
派
な
人
物
で
し
た
。

い
た
ら
な
い
私
の
よ
う
な
人

間
で
も
盆
栽
を
愛
す
る
情
熱

を
高
く
評
価
し
て
頂
き
、
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

胡
楽
國
先
生
の
教
え
は
私

を
始
め
多
く
の
盆
栽
愛
好
家

や
弟
子
達
の
心
の
中
に
生
き

て
い
ま
す
。
私
が
中
国
か
ら

学
ん
だ
事
は
、
日
本
で
多
く

見
ら
れ
る
三
角
形
の
同
じ
型

を
し
た
盆
栽
で
は
な
く
、
伸

び
や
か
で
風
趣
風
韻
が
あ
り

空
間
を
創
り
幹
や
枝
の
線
を

引
き
出
し
た
作
風
で
あ
る
。

日
本
の
盆
栽
は
規
格
に
嵌

ま
っ
た
樹
形
が
多
く
、
国
風

展
な
ど
を
観
て
い
て
も
ほ
っ

と
す
る
樹
が
少
な
く
疲
れ
て

し
ま
う
。
私
も
盆
栽
を
45
年

や
っ
て
来
て
や
っ
と
盆
栽
が

少
し
観
え
て
来
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
日
本
の
盆
栽
作
家
で

は
清
香
園
・
山
田
登
美
男
氏

の
作
品
に
は
彼
の
盆
栽
に
対

峙
す
る
執
念
と
心
が
感
じ
ら

れ
る
。
日
本
の
若
い
作
家
が

も
っ
と
目
的
意
識
を
持
っ
て

自
分
の
作
品
を
創
り
出
し
て

欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

胡
楽
國
追
悼
盆
栽
展

　
　

２
０
１
9
年 

8
月
9
日
～
10
日

　
　

中
国 

温
州 

雪
山
飯
店

悪天候を乗り越えての参加

 

※ 

詳
細
記
事
は
、〈http://

nbsk.info/shanhai_kobayashi.
htm

l#tuitou

〉
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。



五葉松　　

鉢：和正方

秋山 実（山梨県）

入手時は、何も手がつけられ
ておらず、「盆栽」ではなく
鉢植えでした。この五葉松の
特徴は左に大きく伸びた枝で
す。自らの重みで下がって育
ち、それに応じて主幹も左側
に動いています。この見所を
生かすように、右の一の枝も
下げることによりバランスを
とりました。幹味の古さを生
かしつつ、左の枝を最大の見
所として作り上げ、現在の文
人樹形となりました。整姿技
術により盆栽を作ることより
も、その木の持ち味を生かし
作ることを心がけました。

山柿

鉢：和楕円

風間 雄一（千葉県）

山柿は、秋の深まりと共
に色付き、日本の原風景
を彷彿とさせてくれる魅
力があります。本樹ほど
大きな山柿の盆栽は珍し
く、たわわに実を結んだ
樹の姿は、見る者の心を
和ませる作品となってい
ると思います。

五葉松　鉢：和正方　　今井 千春（神奈川県）

この五葉松は 15 年ほど前に入手したもので、当時は枝が間延びしてとても盆栽と呼べるものではなく、針金掛けによ
る締めこみで現在の姿になりました。時を経る事により樹格を増し、「国風盆栽展」への出品も果たして現在に至ります。

黒松　鉢：額面隅入外縁長方　　養田 昂之（東京都）

この樹は、熊本県北部の小岱山（しょうだいさん）で大正時代に採出されたものです。細かく屈曲した幹と「龍鱗千枚皮」
と呼ばれる皮性が小岱松の特徴とされております。枝を継ぎ直してからの持込みが若いのですが、時間をかけて黒松ら
しい力強い枝を表現していきたいです。



赤松　 鉢：紫泥丸　　福舘 治（岩手県）

立ち上がりから、幹が裂けて木質部の表出した「サバ」を噛んで下向する幹には、自然樹の厳しさが感じられます。この
赤松の自然味を引き出したく、極力、枝葉を抑える作業をしてきました。赤松らしさとは何か？ 考えさせられる一樹です。

五葉松　　鉢：紫泥楕円　　高津 政之（千葉県）

細幹ながら古色を帯びた幹肌と、軽妙なバランスを保った親子の仲睦まじくも凜々しい姿に見惚れて手に入れました。整姿につい
ては全体の流れがひきたつように気を配りましたので、心に留めてご観賞いただけたら幸いです。

山もみじ（紅千鳥）

鉢：�白交趾長方

塚田 博巳（茨城県）

も み じ の 品 種「 紅 千
鳥」は、春に赤い芽吹
きを見せることが特徴
です。本樹は樹齢 35
年になります。はじめ
は双幹ではなかったの
ですが、だんだんとイ
メージがわいて手を加
えていき、今の樹形を
造り出しました。

真柏（銘：月光）

鉢：古渡梨皮紅泥長方

馬場 守一（群馬県）

すらっとした樹形なので、枝葉は
重複する要素を省きながら、軽く
なるよう剪定をしました。水吸い、
シャリ、枝葉のバランスに気を配
りながら管理をしています。まだ
真っ直ぐな線の枝や、水吸いの整
形など、調整する箇所があります
ので、木の状態を見ながら作って
いこうと思います。



表　紙：松：『美術盆栽図』明治 25 年 発行 より　ⓒ 清香園 提供
発　行：一般社団法人日本盆栽作家協会／責任者　山田登美男　埼玉県さいたま市北区盆栽町 268　清香園　TEL 048-663-3991
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